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白色 LED は、青色 LED チップと Ce
3+賦活 YAG 黄色蛍光体を組み合わせたものや、赤色のスペ

クトル成分が不足を補うために、さらに Eu
2+賦活 CaAlSiN3赤色蛍光体を加えた組み合わせが、照

明用途として一般的である。これまでに我々は、Eu
2+賦活サイアロン緑色蛍光体と Eu

2+賦活

CaAlSiN3蛍光体と組み合わせ白色 LED を構成すると、液晶バックライトに用いた際に優れたディ

スプレイの特性を示すことについて報告した。[1,2]
 今回我々は、Eu

2+賦活サイアロンを用いた白

色 LED を照明用途にも応用展開するべく、組み合わせる橙色蛍光体について検討した。 

Eu
2+賦活サイアロン緑色蛍光体は、発光スペクトルの半値幅が～55nmと狭い為、可視光全域

にわたるスペクトルが要求される照明用途に用いる場合は、発光の半値幅が広い橙色蛍光体と組

み合わせる必要がある。そこで、我々は以前 NIMSが発表した Ce
3+賦活 CaAlSiN3に Li、O を添加

した蛍光体[3]に着目し、組成検討を行った。これまで、Ce
3+賦活 CaAlSiN3に Liもしくは O を添加

する際は、 Ca1-2xCexLixAlSiN3 もしくは Ca1-xCexAlSiN3-2x/3O3x/2といった形で、Ca
2+に Ce

3+が置換

する際の電荷補償で添加されていたが、我々は Li を電荷補償に必要な量以上に添加し、かつ Li、

O を共添加することで、xCaAlSiN3・yLiSi2N3に酸素と Ce
3+が固溶した固溶体結晶からなる蛍光体

（Ce
3+賦活 CALSON 蛍光体）を作製した。得られた蛍光体は、青色光による励起で、発光スペク

トルのピーク波長 600nm付近で半値幅 140nm以上と、スペクトル幅の広い橙色発光を示し、半値

幅の狭い Eu
2+賦活サイアロン蛍光体と好適に組み合わせることができる。 
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Fig.1 Ce
3+賦活 CASLON 蛍光体の吸収、発光スペクトル Fig.2 Eu

2+賦活サイアロンと Ce
3+
賦活 CALSON蛍光体 

を用いた白色 LEDの発光スペクトル 
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